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平成２５年度　第１回兵庫県ユース委員会　議事録
ユース委員会名言録〜『今日は保護者で来ています』 ～
作成者：長谷川　大起（県ユース副委員長候補者）
１【日時】
２０１３年４月１４日（日）　１３：００～１６：２０
２【場所】　
神戸市青少年会館６階会議室
３【参加者】　（県ユース委員：候補者含め１０人、県下ユース年代：１人）
県ユース委員：
田井勇輝（尼崎：委員長候補）、小野雄基（尼崎）、北村宗豊(阪神さくら)、長谷川大起（神戸：副委員長候補）、白川龍彦(神戸垂水：副委員長候補)、安達充洋(神戸垂水)、梅田華奈（はりま：副委員長候補）、入江精(姫路)、小國健太郎(西播)、久野晋太郎（洲本第１団RS、淡路地区ユース委員長候補）
県下ユース年代：
　吉田拓馬（神戸第１６団RS、平成２５年度全国ローバースカウト会議兵庫連盟代表加盟員）
４【費用】
￥19,000（交通費）
※初めて顔を合わすメンバーが多かったため、議事開始前に簡単な自己紹介を行った。

５【報告事項】
・前回ユース委員会の報告

・3月10日理事会の報告

平成２５年度の活動基本方針・委員会事業計画・決算見込み・予算案が承認される。主に１６NJ、２３WSJ関連について協議。ユース委員会からは前回のユース委員会の議事録を配布し、報告。

・３月２０日県下地区コミッショナー会議の報告

日連の事業方針について報告。また今年度からは地区振興大会・地区総会に県連役員が参席し、県連の事業計画を話す『地区訪問』を行う。また3/3に組織拡充委員長・指導者委員長・スカウト委員長・県コミッショナークルーによる『中長期検討タスク会議』を開催し、意見交換を行った。
・３月２０日富士スカウトを讃える会の報告
安達委員がユース委員長の代理として参席。田井委員長候補が司会として出席。RS(過去の富士スカウト)が司会進行や運営スタッフとして入る。たいへん厳かな雰囲気であった。
各委員会の報告

　指導者委員会…２４年度の研修の実施報告・２５年度の研修について。指導者の技術向上のためタスクチームを組む。指導者の若返りを図るためにも、ユース年代の中でも研修所参加の促進を。
スカウト委員会…２４年度の事業報告にとどまる。

　組織拡充委員会…前回に『ユースへの検討事項』として挙げられていた県連HPへの写真の掲載は、各地区が持ち回りとなる模様。アウトドアチャレンジにユースが実行委員で、特に当日に奉仕してほしい。

各地区の活動報告（報告のあったところのみ）
神戸垂水…本日地区ラリー＋地区振興大会があった。地区からの依頼により、安達委員が開会式の司会を担当。白川副委員長候補が司会補佐＋県連役員として参席。VSのモンキーブリッジ作成も手伝う。
西　　　播…4/6の16NJ派遣隊（兵庫１５隊）の結隊式に、小國委員が地区役員として出席。
(但　　馬)…4/26の地区総会に白川副委員長候補が県連役員として参席予定。
(淡　　路)…尼崎市に在住の久野RSが参席。予定が合えば、淡路に帰ってBS・VSの指導の手伝いをしている。
 RCJ関連の報告

　神戸第１６団の吉田拓馬RSがRCJ（全国ローバースカウト会議）の平成２５年度県連盟代表加盟員になった。
兵庫県青少年団体連絡会・幹事会関連の報告
理事会の報告事項より。菅野幹事（神戸第５４団RS）・桑幹事（神戸第６０団RS）で合わせて、3/7までに７回出席。今年度は青団連PRのためのリーフレットを作成した。今後配布予定。
※白川副委員長候補より、県ユース委員・県連理事・県正副コミッショナーおよび各地区コミッショナーの連絡先を記した名簿を、連絡円滑化のために配布。
なお、個人情報なので慎重に取り扱う旨を伝えた。
６【協議事項】
　次年度の県ユース委員会の体制について
※白川副委員長候補より資料として、次年度事業計画・委員会の協議事項を掲載した年間スケジュールを配布。

　　委員長の負担を減らす…
前委員長が会議のたびに仕事を抱え込みすぎており、今年度はこの体制を改善させるために、議長持ち回り制を採用する。具体的には、資料作成と議事進行を毎回異なる委員が行う。これにより多くの委員が委員会運営のノウハウを得る。ひとまず次回の委員会は田井委員長候補が行う。

会議出席者の分担(現時点で委員長が出席せねばならないコミ会議も含む)・フォーラムやユースキャンプのチーフといった行事責任者の分担を検討。

　ＩＴ担当者の推薦…
メーリス管理・県ユース委員会ＨＰへのファイルのアップが主な業務。Facebookへの登録、および県ユース委員会のページに『いいね！』を押すことが条件となることから、ハードルが高いとの意見があった。またページ管理用のサブアカウントを取得する案もあったが、Facebookの利用規定に反する。→当面は白川副委員長候補が管理。
　アドバイザリースタッフの推薦…
前任者は兼務が多く、前年度の委員会に参席できない状況が続いたため、委員会間で協議して依頼することとした。今回の協議により候補者の名前は挙がったが、コミッショナークルー・団・地区の代表者とも審議する必要があるため、継続審議とする。

　事業計画…
　　第４回ひょうごユースキャンプの是非について。第２回ひょうごユースフォーラムを泊りで行うので、必要性が薄れるのでは。むしろ、ひょうごユースフォーラム内で是非を討議してはどうか。
委員会協議事項…
第３２回県ベンチャーフォーラム（8/31～9/1）内でVLACを改選するので、８月・１０月の委員会でVLACメンバーに参席してもらってはどうか。
　10～11月に行われるアウトドアチャレンジについても、前後の委員会で協議する必要がある。

　第２回ひょうごユースフォーラム構想について(6月２９～30日)

　※白川副委員長候補(実行委員長)より企画書を配布し、内容について協議。
　　兵庫連盟から海外派遣に過去に参加した者の参加を望む→アポイントメントをとってゆく。
　　日連と県連のユースの年齢の基準に違いがあるので、ひょうごユースフォーラムには参加できても、全国ユースフォーラムには参加できないケースがある。
　　進行方法については過去の全国ユースフォーラムを参考にする案もあったが、あくまでも『兵庫の』フォーラム。それにこだわらず『the兵庫』のやり方で行ってもいいのでは。
　　サブテーマ案について協議。以下の意見が出た。
　　加盟員減少・制服の変更・ひょうごユースキャンプ・社会人と学生・ユースの指導者として求められること・海外派遣・里親制度・社会にとってのBSとは？・地元を離れたRS

　　実行委員に北村委員・入江委員を推薦。
　兵庫県青少年団体連絡会・幹事会メンバーの次年度以降の推薦方法について
　　従来は県連からの依頼で、ユース委員会のみの協議でメンバーを決め、青団連関連の行事に奉仕するなどして実績のあったRS年代を推薦していたが、大学生年代よりも25～40歳くらいの方で、3年は継続して出席できる人を推薦してほしい、との意見も県連よりあった。
しかしそうなると、ユース委員会内でメンバーを探し当てるのが難しい。
→県＋地区のコミッショナークルー・事務局とも共同で協議したうえで、メンバーを推薦するようにしてはどうか。

　全国ユースフォーラムのスタッフ募集について
　　スタッフ募集の要件が厳しく（全国ユースフォーラム・全国スカウトフォーラムに参加・奉仕した経験のある１８～２５歳の者）、該当者が県連内に数人しかおらず、その数人も遠方にいるなどの理由で活動が困難なため、ユース委員会としては積極的な募集は行わないこととした。

　指導者委員会からの検討事項…ユース年代間での研修所への積極的な勧誘について

確かに研修所は参加することにも意義はあり、学生の間に研修所・実修所に行っておくことはやぶさかではない。しかしあくまでも『隊長になるための研修』であり、高いモチベーションを持っていかないと自分のためにならない。ボーイスカウトについての理解の再認識をするBS講習会ならともかく、研修所に軽い気持ちで行くのもどうかと思う。
なので、ユース年代間で研修所を積極的に誘うまでのことはしなくてもよいのではないか。紹介程度でも十分。むしろ、研修所への積極的な参加のよびかけは先輩指導者・指導者委員会・コミッショナークルーと共同して行うべきでは？
組織拡充委員会からの検討事項…アウトドアチャレンジについて
　 まずは地区のユース委員長から地区内のユース年代に当日奉仕を呼びかける。
７【次回県ユース委員会】
第２回ユース委員会　２０１３年５月１９日（日）１３：００～ @神戸市青少年会館
進行…田井委員長候補
主な議題…ひょうごユースフォーラム・RCJの対応について（5/25～26の全国ローバースカウト会議および総会に向けた意見集約）
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